
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月１４日（月）から２５日（金）までの 9 日間、１年生から３年生までの（訪問学級を除く）生徒が、

産業現場等における実習及び校内実習を行いました。産業現場等における実習では、企業３６カ所、就労関係

事業所２０カ所、生活介護 4 カ所、合計６０カ所の各事業所の御協力のもと、８４名が実習に取り組みまし

た。校内実習は、１，２年１３名、3年生６名（産業現場と重複あり）が外注作業（料亭の箸袋折り作業等）

やリサイクル作業を行いました。生徒たちは、大きな事故や怪我をすることなく実習を終えることができ、卒

業後の生活に向けて自分の適性や課題等を考える機会になりました。事後学習でしっかり振り返り、実習で学

んだことやこれからの学校生活で気をつけていくことなどを考え、次に活かせるようにしていきます。 

（以下 四角内の名称は実習先事業所：略称） 
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２０１６.１２．６ (月) 第１０号 

福島県立会津養護学校高等部 

℡ 0242-32-2242 
文責  高 等 部  

大江戸温泉 
アルコート南 

会津中央病院 

メフォス 大学学食 

 

マクドナルド 幸楽苑坂下店 

ヤマト運輸  

コープ本町 

ベスト 

リオンドール飯盛 

ＣＲＳコーポレーション 

 

老人ホーム優雅 

 

ホテルα１ 

 

あすか 

 

あすか 

 

ルートイン 

 

夢の樹 

 

ＭＡＲＣ マルク 

コパン 

 

ラフェスタ 

 

ホイップ 

 

桐寿苑 

 

三宝亭 

 

頑張った！やりきった！ 



             

 

 

 

 

  

１年生箸の袋入れ    １年生緩衝材つくり   １年生箸の袋入れ    １年生緩衝材つくり    １年生緩衝材作り    

 

 

 

 

１年生リサイクル     ２年生リサイクル   １年生リサイクル   ２年生目標の記入・反省  ３年生目標・反省の記入  

  

 

 

 

 ３年生箸の袋入れ    ランドセル緩衝材つくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

師走です・・・ 《 １２月 の 主 な 予 定 ≫  12/10～１／７：年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動 

１２月 ６日（月） 
１２月 ８日（木） 
１２月 ９日（金） 
１２月１４日（水） 
１２月１４日（水） 
１２月１６日（金） 
１２月２０日（火） 
１２月２２日（木） 

学期末大掃除（教室） 
1日作業日（21/1予定から変更） 
スポーツフェスティバル ＊ぜひ応援にお出かけください！ 

学期末大掃除（特別教室） 
仁愛高等看護学校第２専攻科実習～15日 
学期末保護者会 
ＡＬＴによる訪問指導（外国語授業指導助手ローリーさん） 

第 2学期終業式（学部集会） ：通常日課 

冬季休業 
１２月２６日（月）～ 

１月６日（金） 
第３学期始業式 
１月１０日（火） 

１１：１０下校 
 

学校に一本の電話が入りました。現場実習へ通勤途中の生徒からです。『道に迷った』とのこと！担任からその場所で待つ
ように指示されました。そして担任が急行！小生も同行しました。現場着・・。 

生徒の状況。「歩道橋を渡って向こう側へ行く予定が、降りる方向を間違ってしまったらしい」。歩道橋の現場でよく観察
すると・・、歩道橋に一歩入ったとたん、風よけなどのために設置してあるフェンスで一気に視界がなくなり、目からの視
覚情報が途切れる事に気がつきました。「生徒に確認すると上がりきったところで分からなくなった」とのこと。 

私たち人間は、幼児期から外界の情報のほとんどを視覚と聴覚から脳に入れ、その情報で次の行動を起こすわけですが、
生徒にとっては、歩道橋を登り始めた時から視覚の情報が途切れ、登りきった二股のところでどの情報を手掛かりに方向を
決定するか混乱をきたしたのではないかと推察できました。フェンスの隙間から見える景色でさえも、歩道橋の下で見るの
とは違っていて大いに戸惑ったに違いありません。再度、生徒の目線で歩道橋を渡ってみましたが、なるほど、混乱の状況
にうなずけました。担任は、生徒と現場で目標となる建物や登り切ったときの視覚情報を確認し繰り返し指導しました。そ
の後、学校への電話は一度も鳴ることなく、生徒は、現場実習を「やり切り」ました。 

生徒が「分かる」ということは、どういうことをいうのか、その本質を考えさせられた事例です。 

 

気づいた」瞬間でした。その生徒は、その後１日も休みませんでした。 

 

「インフルエンザ」〈厚生労働省〉 
厚労省は、昨年は１月中旬にインフルエンザの流行を宣言しましたが、２か月も早く流行の宣言がありました。 
予防法について、厚労省より出されていた興味深い内容があります。これまで、かぜ予防は、「うがい・手洗い・予

防接種」といわれてきましたが、「うがい」は、２００６年に厚労省の予防指針からはずれました。理由は、その効果
の証拠がないということです。（え～え～そうなんだ？） 
それでは、効果的な予防は、何か？ということですが、やはり「手洗い」は重要であるとのことです。ウイルス感

染は「手から口へ」が一番多いそうです。口からのウイルスが細胞へ進入するのに１０～２０分間ですのでご注意を。
あっという間に感染するのですね。また、飛沫感染予防のためのマスク着用ですが、これは、自己防衛にはなりにく
いそうで、あくまでも、話し中などに人に移さない「社会マナー」の意味です。さらに予防接種後の抗体は、平均し
て２週間程度かかりますので早めの接種をうけることもご存じのとおりです。 
つまり、「手洗い」は簡単で効果絶大！一番安上がりで確実な予防法です。励行のほど！ 

ついに流行宣言！ 

礼状書き 

 

報告会資料つくり 

 

現場実習中の 

エピソード！ 

１２月１３日発行予定の次号では、普段の授業やスポー

ツフェスティバルの様子などを中心に特集します。 


